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【目的】現代社会に置いては、行政だけでなく医療にも情報公開と説明責任が求められている。社団法人日本放射線技師会では、患者への情報公開とともに、医師と診療放射線技師が医療被ばく情報を共有する目的で、医療被ばく記録「レントゲン手帳」の運用を平成17年度から開始しているので、その概要について報告する。
【方法】医療被ばく低減認定施設を中心に「レントゲン手帳」の配布と相談窓口の設置を行うことにより、放射線被ばくに不安を抱く患者に対して被ばく相談を行っている。
 

【結果】医療被ばく低減認定施設において、「レントゲン手帳」の所持を希望する患者は、外来患者の0.3%以下であった。放射線被ばくに不安を抱く患者だけでなく、検査を指示した医師と撮影した診療放射線技師が、検査内容と被ばく線量の情報を共有することは、患者と医療従事者の信頼関係の醸成に繋がった。
【考察】福島原発事故以降、放射線に関する情報が流れ、さらに「生涯100ミリシーベルト」の数値が食品安全委員会から示されたことによって、放射線影響についてに不安を感じる市民が増えている。また、安心できる放射線診療を提供する上で、患者へ放射線検査に関する適切な説明を行い不安の軽減を図るツールとして「レントゲン手帳」の運用は有用である。
